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は，様式 1 から 4 までであり，実習中に作成す
る書類は様式 5 で，終了後に作成するのが様式
6 ， 7 と分かれている。様式の内容については
以下の通りである。




ｂ） 様式 2 ……インターンシップ計画書（学生
記入）。本様式は，実習先における学習目
標を記入する学習計画書である。




































































































































































































































































































































階の評価（ 5 ：大変良い／ 4 ：良い／ 3 ：普通











































On the Job Trainingをとおして，自らの実力
と，将来のキャリアデザイン構築のための重要
な機会として展開されたと示唆する。
しかしながら，インターンシップの普及に伴
い，目的や期待する業務内容のズレによる実習
先と大学・学生のミスマッチ，実習先が不足し
たり特定の実習先に希望が集中したり需要と供
給のバランスが取れない，マニュアルの整備や
事故・トラブル等への対応といった推進体制の
格差など，様々な問題が指摘されている。
これらの問題を解消するためにも，大学にお
ける事前指導やレポート作成・報告会による情
報交換の機会提供，安心してインターンシップ
活動に取り組めるリスクマネジメントなど，実
習先と大学・学生がお互いノウハウを蓄積しな
がら，効果的に成果を得られる推進体制を構築
していく必要がある。
また，何よりも学部教育の全体像の中で，イ
ンターンシップの位置付けを明確にすることも
重要である。特に本学部では，スポーツ健康科
学という専門性について学習する機会を求めた
場合，スポーツ健康に関連する企業や機関に限
りがあり，十分な推進体制の整備を期待するこ
とが難しいボランティア組織や任意団体が受け
入れ先になる機会も少なくない。また，スポー
ツ健康に関連する業種に就職できる機会が非常
に限定されているという現状の中，キャリア教
育という点においてどのような位置付けにする
かという課題もある。
しかしながら，例えば，地域社会に対して専
門性を活かした社会的活動を提供することで，
専門的あるいは社会的な知識や経験を得る学習
機会ができ，市民としての責任を感じながら学
んでいく「サービス・ラーニング」という考え
方も広まりつつある。つまり，キャリアや就業
体験などのインターンシップという枠組みにこ
だわる必要はなく，目的を明確にして，専門性
を活かした体験型学習のあり方を確立していく
ことが重要である。
